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車場を埋めてもらいたい。」との由。
実際拝見したが、入り口付近の売店の品ぞ

ろえも楽しく、資料室も国稀酒造の歴史を感
じさせる見ごたえある展示となっているほ
か、その更に奥に試飲コーナーがある。まさ
に、日本酒を目でも口でも体験できる空間と
なっている。
輸出では、日本食輸出約1.5兆円（令和６年）

のうち、日本酒は435億円を占める重点品目。
取組みの歴史も長く、（焼酎等と含めて）「國酒」
と改めて定義する官民挙げての後押しもある。
ただ、それだけに、既に販路が踏み固められ
ている地域では先行者と競合する部分もあり、
国稀酒造ではアジアを狙う。バンダイナムコ
社とコラボして自社製品を擬人化したキャラ
クターも動員するなど工夫をしている。

2　コメ騒動
コメ騒動の余波はここ最北の酒蔵にも及ん

でいる。地元の増毛産の酒米は調達できたが、
その他産含め価格は高騰した。増毛町では酒
米生産振興のために地域で協議会を作るなど
の手を打っている。ただ、酒米だけは高騰前

1　「最北の酒蔵」
国稀酒造株式会社（代表取締役社長　林花

織。以下「国稀酒造」）は北海道増毛町（第１
図）に所在する日本「最北の酒蔵」。かつて北
前船で栄えた呉服商が前身で、本州から移入
する酒が高かったことから当地において醸造
を始めたのが明治15年。以来、地元に愛され
続け、今なお製品のほとんど（96％）が道内で
消費されている。
原料米は多くは「山田錦」や「五百万石」を

使用しているが、北海道では「吟風」「彗星」「き
たしずく」が生産されており、それらも活用。
昭和34年を最後に新たな酒造免許は発行さ

れていないが、それは市場を壊さないために
国税庁が新規参入を制限しているためとされ
ている。実際、日本酒消費量は基本的には減
少傾向が続いている。
勢い、需要増の期待はインバウンド客や輸

出に向く。林社長も「観光客にとって酒蔵が
目的地となるように運動しなければいけな
い。稚内に向かう観光客がレンタカーで立ち
寄ることはあるようだが、それだとドライバ
ーは試飲ができない。できれば観光バスに駐
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「最北の酒蔵」から考える酒造り、コメ作り

第1図 増毛町の位置を指す地図

出典　増毛町役場ホームページ 写真　林社長（国稀酒造ホームページ提供）
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題は残る。
販売についても、酒類市場規模そのものが

縮小傾向になる中、ビール、ワイン、ウィス
キー、酎ハイなどとのし烈なカテゴリー間の
競争があり、割高イメージの定着は販売に響
く恐れもある。
それを受けての経営状況は、国税庁の統計

によると、酒蔵の売上高営業利益率（注１）の
全平均は８％（令和６年）。コロナ禍下の令和
３年に１％と落ち込んでようやく回復してき
たところ。令和７年の統計はこれからだが、
上記からすると楽観を許さない。
農林水産省「米に関するマンスリーレポー

ト（令和７年11月号）」によると、酒造好適米
の「令和７年産の需要量は、昨年度の需要量
調査においては、令和６年産に比べて＋１％
でしたが、今年度の需要量調査においては、
令和６年産に比べて▲６％」の「82～84千ト
ンであったことから、元々想定していた需要
量を十分に確保できていない状況があるので
はないか」としており、酒米の状況を見て酒
蔵が生産計画を下方修正した可能性が示唆さ
れる。

温暖化の影響か、北海道で酒造を行う酒蔵
が近年増加中で、国稀酒造は長らく大事にし
てきた「最北」の称号を近く返上予定だそう
だ。生き残りのためになにかやらないと、と
いうことでクラフトビールも始める。これか
らも環境にしなやかに対応しながら、そして
確かな酒造りを続けてくれるに違いないと感
じさせるものが酒蔵にはあった。酒造りのお
話を通じてコメ作りについて考えるきっかけ
をいただいた林社長の取組みを、今後も応援
していきたい。

（本件の取材には北海道信用農業協同組合
連合会さまにお世話になりました）

（おばた　ひでき）

の値段で、ということにはならない。
酒米の値上がりで経営全体では5,000万円の

コストアップ。日本酒離れに拍車をかけないよ
うにしたいと考えれば、転嫁は勇気のいる決
断になる。が、いよいよ値上げが視野に入る。
お話を伺った林社長によると、「景気が良

いと辛い酒が売れ、悪いと甘い酒が売れる」
との由。今は、甘い酒の方が人気だそうで、
お酒だけ見れば景気の足腰は弱いことにな
り、向かい風の中の値上げということになる。

3　業界全般的にみてみれば…
業界全体としても、原料調達、製品需要と

もに今はなかなかにチャレンジングな環境に
あるように見受けられる。
原料のコメに関しては、価格もさることな

がら酒造好適米の栽培農家の確保に苦労しそ
うである。背が高く倒伏しやすい酒米は手間
賃分だけ主食用米に比べ価格が高いのが通例
だが、コメ騒動で主食用米が高騰。それまで
の酒米生産者も主食用米になびき、その反動
で酒米の調達は以前より困難となることが想
像される。加えて「掛け米」の問題がある。「掛
け米」として使用するコメは酒造好適米とは
限らず、つまり、主食用米でおなじみの品種
が使われることがある。（なお、国稀酒造は掛
け米の品種も合わせるそうなので、やや事情
が異なる。）酒造好適米の量の確保で苦労する
だけでなく、主食用米の価格上昇の影響を直
接に受けるということになる。酒造メーカー
側から見れば、日本酒の輸出振興を掲げるの
であれば、原料を安く大量に生産される環境
を整えてほしい、と思うところ、足元の農政
はそれと同じ方向を向いているのかはっきり
せず不安という声も聞かれる。自衛手段とし
ては直営農場運営も選択肢として考えられる
が、手間のかかる酒造好適米の作り手確保問

（注 1）国税庁「酒類製造業及び酒類卸売業の概況」
（令和２年～令和６年分）の「清酒製造業者の経営
状況」の「営業利益」を「売上高（計）」で除した
もの（筆者試算）。
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